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一方 Rajasingham	R ら8）は，MSM の HIV 感染
者が増加しており，UAI が HIV 感染の主要因とし
て指摘され，それが密接に物質乱用，特にクリスタ
ルメタンフェタミン（クリスタル meth）の乱用と
関係しており，クリスタル meth 乱用者の MSM の
HIV 感染率は，非乱用者の MSM の倍以上に昇り，
クリスタル meth の濃度と HIV 感染率の相関も認
められていることを指摘，また，HIV に感染した
クリスタル meth 乱用者の MSM は，例えばきちん
と内服しない，通院しない，さらに危険な性行動に
走るなど，様々なリスクに直面しやすいことを問題
視して，クリスタル meth 乱用者である MSM の
HIV 感染に関する状況と治療効果について文献レ
ビューを行っている（2010年12月までの英語文献）．
結果，61の文献がクリスタル meth を使う HIV 感染
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Hypersexual	Behavior	 in	 an	Online	 Sample	 of	
Males:	Associations	with	Personal	Distress	 and	
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